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別紙様式２ 

報　　告　　書 

令和６年７月24日 

  第 12地区教科書採択教育委員会協議会長　福　地　　隆   様 

 

第12地区教科書採択調査委員会第10小委員会委員長　椿原　雅章 

 

  先に諮問のあった令和７年度から使用する中学校用教科用図書について、道徳の教科書見本本の調

査研究結果を次のとおり報告します。 

記 

１　調査研究の経過 

第１回調査委員会（７月１日） 

(1)　配付された７者の教科書について、調査研究の観点や手順を協議した。 

(2)　各者の教科書を調査研究し、次回の選定委員会での検討資料とすることを確認した。 

 

  第２回調査委員会 (７月11日) 

  (1)　調査研究の観点や手順に基づいて作成した調査研究資料について協議した。 

  (2)　報告書作成のための準備を行い、次回の調査委員会での協議内容を確認した。 

 

  第３回調査委員会 (７月19日) 

  (1)　作成してきた報告書について、作成の趣旨に基づき協議した。       

　(2)　配付された７者の教科書について、報告書を作成した。 

 

２　調査研究の方法 

発行者から送付された教科書見本本について、以下の調査研究の観点に基づき、「教科書編修趣

意書」及び北海道教育委員会が作成する「採択参考資料」を参考として行った。 

  ア 「取扱内容」について 

  　　・学習指導要領の総則及び各教科の目標、内容及び学年・分野・領域等の目標、内容等に基づ

いて、正確、適切に取り上げられているか。 

  イ 「内容の構成・排列・分量等」について 

  　　・内容の構成が、地域の実態や生徒の生活経験及び興味・関心などに配慮されているか。 

  　　・内容の排列が、学年の発達段階に応じて、体系的、発展的に組織されているか。 

  　　・内容の分量が、各分野や領域ごとに適切におさえられているか。 

  ウ 「使用上の配慮等」について 

  　　・生徒の学習意欲を高める工夫がなされているか。 

  　　・自ら課題解決に取り組み、主体的に学習に取り組めるよう工夫されているか。 

  　　・目次、索引、注、諸表など、使用上の便宜は配慮されているか。 

 

 

 

 



３　見本本の総合所見 

(1)　東京書籍「新編　新しい道徳」 

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

げられている。 

・第１学年～骨髄バンクの運動などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、か

けがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第２学年～末期癌患者との出会いなどを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第３学年～医療措置の打ち切りなどを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、考えたことをメモし、話し合いに活用できる「つぶやき」

を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力

などを育むことができるような工夫がなされている。 

〇　使用上の配慮等 

・写真や挿絵、ポスターなどのビジュアルから考える教材や、漫画やグラフ、映像から考え

る教材など、多様な教材(全学年)を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新た

な課題や目標をもったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

(2)　教育出版「中学校道徳　とびだそう未来へ」 

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

げられている。 

・第１学年～生き物の世話などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけが

えのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第２学年～国境なき医師団の活動などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第３学年～動物の殺処分などを基に、生命の生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・問題解決的な学習については、各学年に、生徒が色々な立場で想像したり考えたりできる

ような問い「マイ・プラス」を配置し、様々な道徳上の問題や課題を多面的・多角的に考

え、主体的に判断して実行し、よりよく生きていくための資質・能力が養われるような工

夫がなされている。 

〇　使用上の配慮等 

・自分の考えを整理したり、他の人の考えと比べたりし、「自分なりのこたえ」を導き出す活

動(全学年)を配置し、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされて

いる。 

　(3)　光村図書「中学道徳１　きみがいちばんひかるとき」 

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

げられている。 

・第１学年～動物の殺処分などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけが

えのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 



・第２学年～臓器提供などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえの

ない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第３学年～ホスピスのリクエスト食などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解

し、かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、実感を伴った学びに高める「まなびをプラス」を配置し、

生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力などを育む

ことができるような工夫がなされている。 

〇　使用上の配慮等 

・漫画形式の教材、表やグラフ、写真から成る教材、ケーススタディで考える教材など、多

様な題材(全学年)を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や目標を

もったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

　(4)　日本文教出版「中学道徳あすを生きる、中学道徳あすを生きる道徳ノート」 

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

げられている。 

・第１学年～阪神・淡路大震災などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、か

けがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第２学年～骨肉腫との壮絶な聞いなどを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第３学年～臓器提供などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえの

ない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、協働的な学びの積み重ねをまとめられる別冊「道徳ノー

ト」(40ページ)を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断

し、表現する力などを育むことができるような工夫がなされている。 

〇　使用上の配慮等 

・道徳的価値を自分との関わりで理解し、授業で学んだことを前向きに自分に生かすための

発問例「自分に＋１」(全学年)を配置し、生徒が主体的に学習に取り組むことができるよ

うな工夫がなされている。 

　(5)　学研「新版　中学生の道徳　明日への扉」 

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

げられている。 

・第１学年～進行性筋萎縮症などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけ

がえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第２学年～死産を経験した母親などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第３学年～余命宣告を受けた人物などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、考えたことをメモし、話し合いに活用できる「メモ欄」

を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力



などを育むことができるような工夫がなされている。 

〇　使用上の配慮等 

・従来の読み物教材ではない、新感覚型の教材を充実させ、多様な観点から問題意識を喚起

する教材(全学年)を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や目標を

もったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

(6)　あかつき図書「中学生の道徳」 

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

げられている。 

・第１学年～震災時の警察官の手記などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第２学年～マザー・テレサの活動などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第３学年～臓器提供などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえの

ない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、教材を読んで考えるための視点を提示した吹き出しの「発

問」を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現す

る力などを育むことができるような工夫がなされている。 

〇　使用上の配慮等 

・学期ごと及び１年間の自分自身の授業の取組を振り返る、切り取り式ワークシート「学習

の記録」(全学年)を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や目標を

もったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

(7)　日本教科書「道徳中学校生き方から学ぶ・生き方を見つめる・生き方を創造する」 

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

げられている。 

・第１学年～ペットの殺処分などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけ

がえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第２学年～ドクターヘリの要請などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、

かけがえのない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

・第３学年～骨髄移植などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえの

ない生命を尊重することの大切さについて考える活動 

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、対話しやすい環境をつくる「ウェルビーイングカード」

を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力

などを育むことができるような工夫がなされている。 

〇　使用上の配慮等 

・学びの目標と目的意識をもって授業に向かうための「クラスのみんなと『道徳授業』を創

り出そう」(全学年)を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や目標

をもったりするなど、生徒の学習音欲を高める工夫がなされている。 



 別紙様式１
    番

   号

 

 

 

 観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名
 

２・東書

 第１学年

 第２学年

第３学年

 道徳・002-72

 道徳・002-82

道徳・002-92

新編　新しい道徳１ 

新編　新しい道徳２ 

新編　新しい道徳３

 

取
扱
内
容

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・医療措置の打ち切りなどを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえ 

 　のない生命を尊重することの大切さについて考える活動（第３学年）

〇　伝統と文化については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り

上げられている。 

・中山太鼓や地歌舞伎などを基に、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献すること 

 の大切さについて考える活動（第１学年）

〇　情報化への対応については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が 

取り上げられている。 

・動画のアップロードを扱い、法律や決まりを守るためには、どのようなことが大切なの 

 かを考える活動（第２学年）

〇　主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような学習　

活動が取り上げられている。 

・「私の『ふつう』と、あなたの『ふつう』」において、資料を基に、偏見をなくして、 

外国の人々とよりよく関わるために必要なことについて話し合うなど、考えを広げた 

り、深めたりする活動（第１学年）
 

内
容
の
構
成
・
排
列 

分
量
等

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。  

・言語活動については、各学年に、考えたことをメモし、話し合いに活用できる「つぶや

き」を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現

 する力などを育むことができるような工夫がなされている。 

・体験的な学習については、各学年に、教材に即して役割演技を行うコラム（Plus）を配

置し、体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考えを

 深めるような工夫がなされている。

〇　内容の分量については、次のようになっている。 

　・第１学年　総ページ数 202 ページ、前回より約７％増 

 　・第２学年　総ページ数 210 ページ、前回より約７％増

　・第３学年　総ページ数 210 ページ、前回より約７％増
 

使
用
上
の
配
慮
等

〇　写真や挿絵、ポスターなどのビジュアルから考える教材や、漫画やグラフ、映像から考 

える教材など、多様な教材（全学年）を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、

 新たな課題や目標をもったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。

〇　全ての生徒が学習しやすいよう、ユニバーサルデザインフォントに配慮するとともに、 

１人１台端末を活用した学習活動として、二次元コードを掲載するなど、使用上の便宜が

図られている。

 

そ
の
他

〇　北海道の素材を第１学年で２教材９ページ(ロケット開発ほか）、第２学年で１教材１

ページ(静内川治水記念碑）、第３学年で３教材９ページ(浜中町の未来の姿ほか）取り扱

っている。 

 ※　中学校用教科書目録（令和７年度使用　文部科学省）による

〇　学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

 



 別紙様式１
    番

   号

 

 

 

 観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

 

17・教出

 

 第１学年

 第２学年

第３学年 

 

 道徳・017-72

 道徳・017-82

 道徳・017-92

 

中学道徳１　とびだそう未来へ 

中学道徳２　とびだそう未来へ 

中学道徳３　とびだそう未来へ 

 

取
扱
内
容

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

 げられている。

・国境なき医師団の活動などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけが　え

 のない生命を尊重することの大切さについて考える活動（第２学年）

〇　伝統と文化については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

 げられている。

・博多祇園山笠などを基に、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献することの大切　

 さについて考える活動（第３学年）

〇　情報化への対応については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取

 り上げられている

・ＳＮＳでのトラブルを扱い、自分の意図しない形で情報が広がらないようにするために　

 はどのようなことが大切なのかを考える活動（第２学年）

〇　主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような学習活動

が取り上げられている。 

・「『ちがい』について考えよう」において、表を基に、一人一人が輝ける社会を築いて　い

くために必要なことについて話し合うなど、考えを広げたり、深めたりする活動（第１学

年）
 

内
容
の
構
成
・
排
列 

分
量
等

○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、道徳的価値について考えを深めることのできる「学びの

道しるべ」を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、

表現する力などを育むことができるような工夫がなされている。 

・体験的な学習については、各学年に、直前の教材に関連した役割演技やリフレーミングな

どを行う「やってみよう」を配置し、体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価

 値の意義などについて考えを深めるような工夫がなされている。

〇　内容の分量については、次のような工夫がなされている。 
 　・第１学年　総ページ数 209 ページ、前回より約 0.5％増

 　・第２学年　総ページ数 201 ページ、前回より約５％増

　・第３学年　総ページ数 201 ページ、前回より約５％増

 
使
用
上
の
配
慮
等

〇　自分の考えを整理したり、他の人の考えと比べたりし、「自分なりのこたえ」を導き出す

活動（全学年）を配置し、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされ

 ている。

〇　全ての生徒が学習しやすいよう、ユニバーサルデザインフォントに配慮するとともに、１

人１台端末を活用した学習活動として、二次元コードを掲載するなど、使用上の便宜が図ら

れている。
 

そ
の
他

〇　北海道の素材を第１学年で１教材５ページ（どうせ無理）、第２学年で１教材１ページ（地

下鉄で）、第３学年で４教材８ページ（カムイモシリとアイヌオシリほか）取り扱っている。 

 ※　中学校用教科書目録（令和 7年度使用　文部科学省）による

〇　学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

 



 別紙様式１
    番

   号

 

 

 

 観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名
 

38・光村

 第１学年

 第２学年

第３学年

道徳・038-72 

道徳・038-82 

道徳・038-92

中学道徳　１　きみが　いちばん　ひかるとき 

中学道徳　２　きみが　いちばん　ひかるとき 

中学道徳　３　きみが　いちばん　ひかるとき

 

取
扱
内
容

〇　生命の尊厳については、目標が達成することができるよう、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・動物の殺処分などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのな 

い生命を尊重することの大切さについて考える活動（第１学年） 

〇　伝統と文化については、目標が達成することができるよう、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・「島人ぬ宝」の歌詞などを基に、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献すること 

の大切さについて考える活動（第１学年） 

○ 情報化への対応については、目標が達成することができるよう、次のような学習活動が 

取り上げられている。 

・中高生のネット依存を扱い、日常生活に支障を来さないためには、どのようなことが 

大切なのかを考える活動（第２学年） 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような学習活 

動が取り上げられ、目標が達成できるようになっている。 

・「『学び』の本質を探ろう」において、資料を基に、学びに関して新たに発見したのは、 

どのようなことかについて話し合うなど、考えを広げたり、深めたりする活動（第３学 

年）
 

内
容
の
構
成
・
排
列 

分
量
等

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、実感を伴った学びに高める「まなびをプラス」を配置

し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力など

を育むことができるような工夫がなされている。 

・体験的な学習については、各学年に役割演技で実感を伴う議論ができる「チャレンジ」

を配置し、体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考

えを深めるような工夫がされている。 

〇　内容の分量については、次のようになっている。 

　・第１学年　総ページ数 191 ページ、前回より約４％増 

　・第２学年　総ページ数 199 ページ、前回より約４％増 

　・第３学年　総ページ数 199 ページ、前回より約４％増
 

使
用
上
の
配
慮
等

○　漫画形式の教材、表やグラフ、写真から成る教材、ケーススタディで考える教材など、 

多様な題材（全学年）を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や 

 目標をもったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。

○　普段の生活の中から疑問に思った話題についてグループで対話する「てつがく」（全学 

年）を配置し、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされている。

 

そ
の
他

〇　北海道の素材を第１学年で４教材７ページ（知床のヒグマほか）、第２学年で３教材６ 

ページ（アイヌ文化ほか）、第３学年で１教材４ページ（北海道出身作家による『足袋 

の季節』）取り扱っている。 

※　中学校用教科書目録（令和７年度使用　文部科学省）による 

○　学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

 



 別紙様式１
    番

   号

 

 

 観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名
 

116・日文

 第１学年

 第２学年

第３学年

道徳・116-73、道徳 116-74 

道徳・116-83、道徳 116-84 

道徳・116-93、道徳 116-94

中学道徳あすを生きる１、中学道徳あすを生きる１ 道徳ノート 

中学道徳あすを生きる１、中学道徳あすを生きる２ 道徳ノート 

中学道徳あすを生きる１、中学道徳あすを生きる３ 道徳ノート

 

取
扱
内
容

○　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・臓器提供などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生命 

を尊重することの大切さについて考える活動（第３学年） 

○　伝統と文化については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・日本の「包む」文化などを基に、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献すること 

の大切さについて考える活動（第２学年） 

○　情報化への対応については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が 

取り上げられている。 

・SNSの投稿を扱い、自分が法を守っていくためには、どのようなことが大切なのかを 

考える活動（第１学年） 

○　主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような学習活 

動が取り上げられている。 

・「五月の風－ミカ－」において、話合いの例を基に、信頼される友達になるために大切 

なことについて話し合うなど、考えを広げたり、深めたりする活動（第２学年）

 

内
容
の
構
成
・
排
列 

分
量
等

○　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、協働的な学びの積み重ねをまとめられる別冊「道徳ノ 

ート」（40 ページ）を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深 

め、判断し、表現する力などを育むことができるような工夫がなされている。 

・体験的な学習については、各学年に、教材場面の役割演技などを行う「学びを深めよう」

を配置し、体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考

えを深めるような工夫がなされている。 

○　内容の分量については、次のようになっている。 

　・第１学年　総ページ数 220 ページ（含別冊 40 ページ）、前回より約５％減 

　・第２学年　総ページ数 228 ページ（含別冊 40 ページ）、前回より約１％減 

　・第３学年　総ページ数 236 ページ（含別冊 40 ページ）、前回より約２％増
 

使
用
上
の
配
慮
等

○　道徳的価値を自分との関わりで理解し、授業で学んだことを前向きに自分に生かすため

の発問例「自分に＋１」（全学年）を配置し、生徒が主体的に学習に取り組むことができ

るような工夫がなされている。 

○　SDGｓの考え方の関わりが分かるよう目次の教材名の下にそれぞれのマークが記載され

るとともに、１人１台端末を活用した学習活動として、二次元コードを掲載するなど、使

用上の便宜が図られている。
 

そ
の
他

○　北海道の素材を第１学年で２教材（５ページ）、第２学年で３教材（12 ページ）取り

扱っており、特に１学年ではアイヌ文化が取り上げられ、十勝の清水町の川の写真が掲載

されている。 

 ※　中学校用教科書目録（令和７年度使用　文部科学省）による

○　学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

 



 別紙様式１
    番

   号

 

 

 

 観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

  

 

224・学研

 

 第１学年

 第２学年

第３学年 

 

道徳・224-72 

 道徳・224-82

 道徳・224-92

 

新版　中学生の道徳　明日への扉　１　

新版　中学生の道徳　明日への扉　２　

新版　中学生の道徳　明日への扉　３　

 

取
扱
内
容

○　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

 げられている。

　・進行性筋萎縮症などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない

 生命を尊重することの大切さについて考える活動（第１学年）

○　伝統と文化については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

 げられている。

・青森ねぶた祭などを基に、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献することの大切さ

 について考える活動（第３学年）

○　情報化への対応については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取

 り上げられている。

・ＳＮＳでのやり取りを扱い、ネットやＳＮＳを最適に活用するためには、どのようなこと

 が大切なのかを考える活動（第２学年）

○　主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような学習活動

 が取り上げられ、目標が達成できるようになっている。

・「公平とは何だろう」において、イラストを基に、差別や偏見のない社会を実現するため

に、身近でできることについて話し合うなど、考えを広げたり、深めたりする活動（第１

学年）
 

内
容
の
構
成
・
排
列 

分
量
等

 ○　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。

　・言語活動については、各学年に、考えたことをメモし、話し合いに活用できる「メモ欄」

を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する力

 などを育むことができるような工夫がなされている。

　・体験的な学習については、各学年に、役割演技をして登場人物になりきって考える活動を

配置し、体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考えを

深めるような工夫がなされている 

○  内容の分量については、次のようになっている。 
　・第１学年　総ページ数 190 ページ、前回より約４％増 

　・第２学年　総ページ数 194 ページ、前回より約１％減 

　・第３学年　総ページ数 198 ページ、前回より約２％増
 

使
用
上
の
配
慮
等

○　従来の読み物教材ではない、新感覚型の教材を充実させ、多様な観点から問題意識を喚起

する教材（全学年）を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や目標を

 もったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。

○　マンガやイラストを見て自ら問題を見いだし、その問題についてグループや学級で話し合

う活動（全学年）を配置し、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫や、１

人１台端末を活用した学習活動として、二次元コードを掲載するなど、使用上の便宜が図ら

れている。
 

そ
の
他

○　北海道の素材を第１学年で２教材４ページ（ロコソラーレほか）、第２学年で３教材７ペ

ージ（高梨沙羅選手ほか）、第３学年で３教材７ページ（植松電気ほか）取り扱っている。 

※　中学校用教科書目録（令和 7年度使用　文部科学省）による 

◯  学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

 



 別紙様式１
    番

   号

 

 

 

 観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名

 

232・あか図

 

 第１学年

 第２学年

第３学年 

 

 道徳・232-72

 道徳・232-82

 道徳・232-92

 

中学生の道徳１ 

中学生の道徳２ 

中学生の道徳３ 

 

取
扱
内
容

〇　生命の尊厳については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

 げられている。

・臓器提供などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえのない生命を

 尊重することの大切さについて考える活動（第３学年）

〇　伝統と文化については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取り上

 げられている。

・海外の人に日本のよさを紹介することなどを基に、優れた伝統の継承と新しい文化の創造

 に貢献することの大切さについて考える活動（第１学年）

〇　情報化への対応については、目標を達成することができるよう、次のような学習活動が取

 り上げられている

・スマートフォン依存度を扱い、望ましい生活習慣を身に付けるためには、どのようなこと

 が大切なのかを考える活動（第２学年）

〇　主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような学活動が

取り上げられている。 

・「目の見えない白鳥さんとアートを見にいく」において、写真を基に、白鳥さんとのアー

ト鑑賞を紙面上で体験し、障がいのある人との共生について話し合うなど、考えを広げた

り、深めたりする活動（第３学年）
 

内
容
の
構
成
・
排
列 

分
量
等

〇　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

・言語活動については、各学年に、教材を読んで考えるための視点を提示した吹き出しの　

「発問」を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表

現する力などを育むことができるような工夫がなされている。 

・体験的な学習については、各学年に、生徒が色々な立場で想像したり考えたりできるよう

な問い「マイ・プラス」を配置し、体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価値

の意義などについて考えを深めるような工夫がなされている。 

〇　内容の分量については、次のような工夫がなされている。 
 　・第１学年　総ページ数 194 ページ、前回より約 13％減

 　・第２学年　総ページ数 194 ページ、前回より約７％減

　・第３学年　総ページ数 194 ページ、前回より約５％減

 
使
用
上
の
配
慮
等

○　学期ごと及び１年間の自分自身の授業の取組を振り返る、切り取り式ワークシート「学習

の記録」（全学年）を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や目標を

 もったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。

○　全ての生徒が学習しやすいよう、ユニバーサルデザインフォントに配慮するとともに、１

人１台端末を活用した学習活動として、二次元コードを掲載するなど、使用上の便宜が図ら

れている。

 

そ
の
他

〇　北海道の素材を第１学年で１教材１ページ（除雪から広がる地域交流）、第２学年で６教

材 11ページ（北の大地から野生の猛禽を守るほか）、第３学年で３教材５ページ（襟裳の

こと）取り扱っている。 

※　中学校用教科書目録（令和 7年度使用　文部科学省）による 

〇　学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。

 



 別紙様式１
    番

   号

 

 

 

 観

点

発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名
 

233・日科

 第１学年

 第２学年

第３学年

道徳・233-72 

道徳・233-82 

道徳・233-92

道徳 中学校１ 生き方から学ぶ 

道徳 中学校２ 生き方を見つめる 

道徳 中学校３ 生き方を創造する

 

取
扱
内
容

〇　生命の尊厳については、目標が達成することができるよう、次のような学習活動が取り 

上げられている。 

・ドクターヘリの要請などを基に、生命の連続性や有限性なども含めて理解し、かけがえ 

のない生命を尊重することの大切さについて考える学習活動（第２学年） 

○　伝統と文化については、目標が達成することができるよう、次のような学習活動が取り

上げられている。 

・農山村の過疎化などを基に、優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献することの 

 大切さについて考える学習活動（第３学年）

○　情報化への対応については、目標が達成することができるよう、次のような学習活動が

取り上げられている。 

・ＡＩが作ったフェイク写真を扱い、情報に振り回されないためには、どのようなこと 

 が大切なのかを考える学習活動（第１学年）

○　主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような学習活

動を取り上げ、目標を達成できるようになっている。 

・「二通の手紙」において、登場人物である元さんの行動を基に、決まりを守ることにつ 

いて互いの考えを出し合うなど、考えを広げたり、深めたりする学習活動（第２学年）

 

内
容
の
構
成
・
排
列 

分
量
等

○　内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。 

　・言語活動については、各学年に、対話しやすい環境をつくる「ウェルビーイングカード」 

を配置し、生徒が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現する 

力などを育むことができるような工夫がなされている。 

　・体験的な学習については、各学年に、教材の特性に合わせて発問や展開を工夫して配置 

し、体験的行為や活動を通じて学んだ内容から道徳的価値の意義などについて考えを深

 めるような工夫がなされている。

〇　内容の分量については、次のようになっている。 

　・第１学年　総ページ数 163 ページ、前回より約 15％減 

　・第２学年　総ページ数 167 ページ、前回より約 13％減 

　・第３学年　総ページ数 171 ページ、前回より約 11％減
 

使
用
上
の
配
慮
等

○　学びの目標と目的意識をもって授業に向かうための「クラスのみんなと『道徳授業』を 

創り出そう」（全学年）を配置し、自らの道徳性に係る成長を実感したり、新たな課題や

目標をもったりするなど、生徒の学習意欲を高める工夫がなされている。 

○　各教材の発問「深めよう」（全学年）において、自らのこれからの在り方を考える場面

を配置し、生徒が主体的に学習に取り組むことができるような工夫がなされている。

 

そ
の
他

〇　北海道の素材を第２学年で４教材７ページ（札幌農学校など）、第３学年で４教材７ペ

ージ（松前、函館など）取り扱っている。巻末の「わたしたちの郷土」において、北海道

出身の人物が、第２学年で２名、第３学年で１名取り上げられている。 

 ※　中学校用教科書目録（令和７年度使用　文部科学省）による

○　学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。　

 


